
ヒューマンウェア博士課程プログラム平成 26 年度第五回企画運営委員会議事概要 

 

【日時】 2014 年 10 月 2 日（木曜）12 時から 13 時 

【場所】 情報科学 A 棟 308 室 

【出席（敬称略）】 西尾（委員長、情）、井上（情）、清水（情）、尾上（情）、藤原（情）、

細田耕（基）、谷田（情）、松岡(サイバー)、難波（生）、平岡（生）、細田一（情）、

石井（生）、中野（生）、田中（生）、 

【欠席（敬称略）】 村田（情）、四方（情）、若宮（情）、増澤（情）、柳田(生)、藤田（生）、

大澤（生）、八木健（生）、近藤（生）、石黒（基）、宮崎（基）、中村（基） 

【陪席（敬称略）】 住吉（情）、山西（情）、深井（情/部門事務）、礒田（情/部門事務）、

谷川（情/部門事務）、岡本(情/部門事務)、森田(生/部門事務)、 

【陪席欠席（敬称略）】佐々木（未/室長）、岸本（未/室長補佐）、佐々木（未/学務企画）、二

瓶（未/総務）、堀之内（未/履修生支援）、 

 

配布資料 

  別添のとおり 

 

議題 

(1) 教務委員会 

 実施中、実施予定の各教務活動について報告があった。 

 

(2) 選抜委員会 

 本年度 Pre-QE 日程、担当者など確認あった。実施方法は昨年度の方法を基本的に

踏襲する。 

 来年度、選抜試験について、入試要項など確認があった。特別選抜（M2 から開始、

10 月入学生で翌年度開始）についても明記する。特別選抜で入るものはスケジュ

ールがタイトで負荷の高いことを認識した意欲ある学生であることを認識して選

抜する。 

 来年度開始の履修生は 5 年目に本プログラムが終了する。経済支援について未定

なことも多いが学生から問い合わせのある場合には事実を伝える。 

(3) 海外連携委員会（資料なし） 

 海外渡航について保険加入を嫌がる学生があるとのこと。このプログラムでは保

険加入が条件であることを学生に伝える。出張には学生に誓約書でサインさせる。 

(4) 産学連携委員会（資料なし） 

 今回は特になし 

(5) 広報委員会 



 11 月開催シンポジウム進捗状況説明あり。早めに多くの人に周知したい。参加者

数も重要。 

 10 月に全学のリーディングの合同説明かがある。担当者が決まる。 

 Web、パンフ、ビデオ、など、合同説明会を目標に作成中。 

 

その他 

１）履修生海外渡航(短期)枠（2 週間以内）申請書簡素化、保険は誓約書を書かせる。 

２）研究科枠要望どおりを幹事会で決めた。生命機能研究科から 200 万円超えているがお

願いしたい旨があり了承。次回の要望枠を考える際、考慮する。 

３）履修生支援：一人 20 万円追加する（学年によらず）。了承。 

４）融合研究プロジェクト紹介イベント  [10 月 3 日(金) 16:00～18:00 情報科 B101] 

５）英語クラス(後期・非必須)について ：実施する。 

６）7 月実施 学生主体合宿（生命）について：実施報告があった。関連して来年度の企

画を生命機能で始めている。履修生以外の参加も是非積極的にお願いしたい旨、難波

先生からあった。各研究科で検討いただく。 

 

次回は１１月 ６日(木)  12:00-13:00 開催予定 

 

 


